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事物間の距離や関係性を再構築する建具の生態学的研究 
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概要 かつて日本では多種多様な建具を組み合わせて使うことで生き生きとした生活を実

現してきた。コロナ禍以降、物理的距離だけでなく心理的距離である「距離感」のデザイン

が求められるなか、世界各地の事例から建具が司る事物間の多様な関係性をつぶさに観察

し分析することを目的とする。まず世界各地の建具事例収集を行い、次に建具同士や建具と

周辺事物との間で相互に影響を与え合っていると思われる事例について文献調査と仮説形

成を行う。そして特に事物間の多様な関係性が形成されていると思われた世界各地の 6 事

例について現地調査を実施し仮説の検証を行う。現地調査結果の考察から、これからの社会

やそこでの人や事物間相互の生き生きとした関係性を考え設計するための視座を得る。 
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研究背景と目的 

古くから日本人は多種多様な建具を考案し

作り出してきた。木、竹、紙といった材

料、大小様々な格子密度、気候や四季によ

る違い、さらには異なる建具同士の重ね合

わせなど、その多様性には驚くべき広がり

がある。そしてこの多様性こそ、人と暮ら

す、街と暮らす、自然と暮らすといった生

き生きとした生活を実現するための様々な

関係性を繊細に調整するものであった。さ

らにはコミュニティを形成し固有の街並み

を作り出すなど、そこには建具が司る事物

間の多様な関係性があった。しかし経済成

長に伴う効率化や大量生産、ライフスタイ

ルの均質化が進むなかで、かつての建具の

多様性は失われ、フラッシュ戸に代表され

るような画一化が進みつつある。

コロナ禍において、社会の新しいスタンダ

ードを作る必要性が語られるなか「人と

2m 離れる」という物理的距離のみなら

ず、心理的距離といった「距離感」も私た

ちの生活に大きく影響し変化をもたらしつ

つある。

人と人との繊細な関係性を作り出し、その

距離感を調整してきた建具にあらためて着

目することは、新しい社会像を考える契機

になると考える。

本研究は、日本国内だけでなく世界各地の

建具事例を現地調査し、建具が人と人、人

と街、人と自然の関係性をどう調整してい

るかを、建具の詳細といったミクロなスケ

ールから地域における建具のありようとい

ったマクロなスケールまで、様々なスケー

ルで分析する。分析結果をビジュアライズ

し、これからの社会における距離感や関係

性を考え、設計する際に参照される資料と

したい。
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成果 

これまで、中緯度偏西風帯（Fig.1）を中

心に多く見つかる建具同士の性質や役割が

相互に作用することで事物間の多様な関係

性を形成している（Fig.2）と考えられる

事例群に着目し、計 3回の中間報告で 7事

例（日本家屋における伝統的建具、日本の

多雪地域における雪囲い、カンボジア両棲

集落の跳ね上げ戸、スペイン旧・新市街の

窓辺空間、インドネシア伝統住居の隣家間

扉、イスラム都市の格子状出窓、久米島の

複層的境界面）についての事前調査を示し

た。本要旨ではそのうち 6事例について行 

った現地調査とその分析の概要を示す。 

Fig.1 建具事例と中緯度偏西風帯 

Fig.2 建具の相互作用のダイアグラム 

日本の伝統民家における建具の重層と表裏 

概要：江戸東京建物園に移築保存された吉

野家、西川家別邸、天明家の 3 軒を対象に、

伝統的建具についての調査・分析を行った。

住宅には襖や障子、格子戸および一部ガラ

スに置き換わったガラス戸が用いられてお

り（Fig. 3）、格子に代表される建具を分割

する要素について、その密度や方向性に着

目して現地調査を行った。 

建具姿図の起こしとそのプロット、建具同

士の関係図の作成等の分析から、透過性と

格子密度・方向の異なる建具の重層や表裏

の配置の組み合わせによって環境制御とと

もにハレとケの使い分けに応じた可変的な

空間が実現されていることが分かった。 

Fig. 3 建具姿図一覧 

カンボジアの両棲集落におけるすきま調節

概要：カンボジア中央部に広がるトレンサ

ップ湖畔に位置する漁村集落カンポンプロ

ックでは、雨期に約 8m水位が上昇し大半

が浸水して水上集落となる一方、渇水期に

は高床式住居の空中集落となる。現地調査

では、住戸の跳ね上げ戸やその他の要素が

渇水期と浸水期で変化する環境に合わせて

住戸内の環境調節にどのように寄与してい

るかに注目し、8軒の家を対象に実測と住

民インタビューを行った。 

住戸内には完全に閉じた場所がなく、部材

間の疎密あるすきまによって家全体が包ま

れていた。(Fig.4)水平方向では比較的密

閉性の高い建具を使用しつつ、垂直方向で

はラグや布、家具等が建具的役割を果たし

ている。(Fig.5) また跳ね上げ戸は下に向

けて大きく開くことで季節ごとに異なる水

面（地面）との関係性を作る。建具の開閉

に加え床のすきまの疎密を調節すること

で、季節によって大きく環境の変わるこの

場所で都度快適な住環境を作り出している

と言える。 

公益財団法人 窓研究所 



3/4

Fig.4 すきまの状態を示すアクソメ図 

Fig.5 敷物による環境調節の分析 

インドネシア伝統住居オモ・ハダにおける

家族と環境のグラデーション 

概要：インドネシアのニアス島南部のバウ

ォマタルオ村では、オモ・ハダと呼ばれる

高床住居が通りに沿って並び独特な集落を

作り出し、goluと呼ばれる扉が住戸間を

繋ぐ。現地調査では 26軒の家を対象に実

測と住民へのインタビューを行い、建物全

体の住環境についても調査した。 

goluは親族関係や住民同士の関係性に合

わせて開閉し、家の領域を伸縮させてい

た。その効果は同一軸上に並ぶ goluの配

置や壁の一部が開閉するような見え方・作

り方によって強められていた。(Fig.6) 一

方上部でつながり合った住戸内には緩やか

な上昇気流とそれに伴うグラデーショナル

な室内環境の違いが生まれている。木板の

密な壁と建具による下部と、軸組に端材や

ヤシの葉による部分的な壁が付け足された

上部という構法的な違いが環境の違いを生

んでいる。 (Fig.7) 

Fig.6 住戸平面図 

Fig.7 住戸断面図 

イスラムの都市住宅における整流装置

概要：イスラム都市では、街路や中庭に面

してマシュラビヤと呼ばれる格子の取り付

けられた出窓のある都市型高密住宅群が見

られる。エジプト・カイロの現地調査では

マシュラビヤの組み方や建物内での配置、

バードギールとの関係を調査した。 

マシュラビヤは強固に組まれることで大面

積の格子面を実現する。バードギールから

取り込まれた風は室内を巡り複数のマシュ

ラビヤから外に抜けるが(Fig.8)面の大き

なマシュラビヤ近傍では風を感じない。丸

みを帯びた格子部材による見かけ開口率増

加も作用し、無風だが常に空気の入れ替わ

る明るい窓辺を生み出している。 

Fig.8 住戸断面図 

公益財団法人 窓研究所 



4/4

日本の豪雪地域における軽快な建具 

概要：山形県鶴岡市山間部の豪雪地帯で

は、冬季に家を雪から守るためにススキを

用いた雪囲いを家の外周部に設置する。雪

囲いで乾燥したススキは屋根葺材に再利用

されその後堆肥として畑に撒かれる、とい

う大きな循環がある。外部建具はこのスス

キに守られることでガラスなしの軽快な障

子戸として成立している。それにより雪へ

の反射光を室内に拡散し湿度を透過する。

(Fig.9) 

Fig.9 住戸断面図 

沖縄久米島における複層的境界面 

概要：沖縄西部、亜熱帯海洋性気候の久米

島では台風や季節風など強風の影響が大き

いため、集落全体から家屋に至るまで様々

なスケールで防風対策が施されている。街

路構成、石垣、フクギ、ヒンプン、雨端

(低く長い軒下空間)など集落全体で幾重に

も重なる境界面を持つことで家屋の建具が

防風対策から解放され、透明で軽快な建具

として作られている。結果として外、雨

端、縁側、座敷が一体となって、住人や近

隣の人々が集い交流する場となっている。 

Fig.10 住戸断面図 

まとめと展望 

現地調査を行った各事例に共通して、建具

がそれ単体ではなく別の建具や別の要素と

相互に作用することである環境を作り出し

ていることが確認された。例えばカンポン

プロックでは建具や家具、敷物によってす

き間の疎密を調節することで変化の激しい

環境の中に快適な住環境を作り出し、久米

島では建具を含む多層的境界面により、外

部に開かれながら風が穏やかな交流空間が

生まれている。(Fig.11)  

Fig.11 久米島における相互作用 

これらは建具の開閉や別の要素の調節によ

って都度微細にチューニングされる「ム

ラ」を持った環境だ。内外を明確に分け隔

てるフラッシュ戸や高性能サッシでは実現

しない「環境のムラ」は、人々の能動的で

多様な居方やつながり方を許容する。コロ

ナ禍以降、人々がより多様な距離感を求め

る現代における住まいや働く空間を考える

とき、そのような建具がもたらす「環境の

ムラ」はより一層の重要性を帯びる。
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